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聖
栄
会
だ
よ
り

ご
挨
拶

聖
栄
会
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
全
国
的
に
寒
さ
が
厳
し
く
、
北

海
道
、
東
北
、
北
陸
で
は
大
雪
に
よ
り
、

除
雪
も
間
々
な
ら
ず
車
両
通
行
が
で
き
ず

日
常
生
活
に
支
障
が
出
た
程
で
し
た
。
私

の
故
郷
は
北
海
道
の
内
陸
部
で
雪
の
多
い

所
で
す
が
、
東
京
で
も
六
年
ぶ
り
の
大
雪

と
な
り
交
通
に
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
皆

様
が
住
ま
わ
れ
て
い
る
地
域
は
如
何
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
韓
国
の

平
昌
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）
で
開
催
さ
れ
た

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
わ
が
国

で
は
史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
記

録
を
出
す
な
ど
選
手
の
活
躍
に
日
々
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
は
東
京
聖
栄
大
学
の
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
懐
か
し
い

先
生
や
会
員
の
方
々
に
お
会
い
し
楽
し
い

一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
校
が
、
更
に
八
十
周
年
、
九
十
周
年
、

一
〇
〇
周
年
と
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

本
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十

一
日
大
晦
日
の
朝
刊
の
一
面
に
、
百
十
二

の
私
立
大
学
法
人
が
経
営
難
で
あ
る
こ
と

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
少
子
化
に

よ
る
十
八
歳
人
口
の
激
減
が
影
響
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
十
年
以
上
続

き
更
に
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
聖
栄
会
（
同
窓
会
）
も
学

生
募
集
の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
我
が
母
校
東
京
聖
栄
大
学
は
、
以
前

か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
健
全
経

営
大
学
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。
食
と
栄
養
の
職
業
人
を
養
成
し
て
い

る
専
門
大
学
と
し
て
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
産
学
連
携
、
実
体
験
型
学
習
、
人
材
育

成
を
推
進
す
る
う
え
か
ら
も
、
各
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
聖
栄
会
会
員
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
学
生
募
集
、
学
外
実

習
・
研
修
、
就
職
等
に
関
す
る
こ
と
を
側

面
か
ら
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
を
共

有
し
、
母
校
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
も
、
会

員
の
皆
様
に
は
聖
栄
会
の
総
会
や
食
文
化

研
究
会
、
大
学
祭
な
ど
の
大
学
行
事
に
は

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
意
見
交
換
の
場
に

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
結
び
に
な
り

ま
す
が
、
母
校
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
へ

聖
栄
会
の
皆
様
に
は
大
学
に
対
し
て
日

ご
ろ
よ
り
ご
支
援
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
学
も
第
十
期
生
の
卒
業
式
を
無
事

終
了
し
、
四
月
一
日
に
は
第
十
四
回
目
の

入
学
式
を
迎
え
ま
す
。
外
部
の
様
子
か
ら

は
大
学
の
生
き
残
り
が
激
化
し
、
厳
し
い

時
代
に
突
入
と
囁
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
前
学
長
松
本
信
二
先
生
の
ご
努
力
の

お
陰
で
本
年
度
も
当
大
学
で
は
入
学
定
員

も
し
っ
か
り
と
確
保
で
き
ま
し
た
。
大
学

の
質
の
安
定
充
実
化
は
無
論
の
こ
と
な
が

ら
益
「々
食
」の
総
合
専
門
大
学
と
し
て
、

食
と
栄
養
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
に
あ

る
こ
と
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
教
職
協
働
の
も
と
一
段
飛
躍
し
た

大
学
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
達
に
と
っ
て
も
「
食
と
栄
養
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
専
門
家
と
し
て
自
立
で

き
る
満
足
感
を
教
授
で
き
る
よ
う
不
断
の

努
力
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
ゆ
え
、
ど
う

ぞ
な
お
一
層
の
聖
栄
会
の
力
添
え
を
引
き

続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
現
在
、就
職
率
も
最
高
を
示
し
、

公
務
員
へ
の
合
格
、
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
微
生
物
検
査
技
師
資
格
、
管
理
栄

養
士
国
家
資
格
取
得
な
ど
も
順
調
な
推
移

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
本
年
二
月

十
日
か
ら
、
食
品
学
科
と
管
理
栄
養
学
科

に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

の
海
外
研
修
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
控
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
食
に
対
す
る
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
帰

国
さ
れ
た
こ
と
大
い
に
期
待
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。
他
方
、
本
年
度
は
こ
れ
ま
で

大
学
を
真
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
諸

先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
受

け
、
若
手
教
員
の
活
気
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
も
大
い
に
期
待
で
き
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
よ
っ
て
本
年
度
の
聖
栄
葛
飾
祭
も

早
く
も
期
待
感
で
満
ち
溢
れ
て
お
り
ま

す
。
葛
飾
の
食
に
つ
い
て
も
区
と
の
連
携

締
結
や
地
域
第
六
自
治
会
と
の
様
々
な
密

接
な
連
携
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
学

生
達
の
実
践
教
育
の
場
に
も
大
い
に
反
映

さ
れ
、
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
臨
地

実
習
研
修
な
ど
と
合
わ
せ
て
応
用
力
と
実

践
力
を
兼
ね
備
え
た
学
生
を
輩
出
で
き
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
聖
栄
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
へ

昨
年
の
学
校
法
人
東
京
聖
栄
大
学
（
平

成
十
九
年
に
法
人
名
を
変
更
）
創
立
七
十

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、「
四
階
講
堂

の
改
装
工
事
」
と
「
食
品
学
科
の
高
額
実

験
機
器
の
更
新
」
を
行
う
た
め
の
募
金
を

各
方
面
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

同
窓
生
か
ら
も
ご
寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
の
東
京
聖
栄
大
学
は
昭
和
二
十
九

年
に
開
校
し
た
聖
徳
高
等
栄
養
学
校
が
起

源
で
あ
り
、そ
の
後
聖
徳
栄
養
専
門
学
校
、

更
に
聖
徳
栄
養
短
期
大
学
を
経
て
平
成
十

七
年
に
大
学
が
開
学
し
て
以
来
十
三
年
が

経
過
し
、
今
春
十
期
生
が
卒
業
い
た
し

ま
し
た
。
開
校
以
来
六
十
四
年
間
の
卒
業

生
総
数
は
一
万
七
千
五
十
九
名
に
な
り
ま

す
。
ま
た
大
学
が
開
学
し
て
か
ら
本
学
の

教
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
卒
業
生
も
年
々

増
加
し
て
、
教
育
研
究
部
門
に
携
わ
る
教

員
と
学
生
生
活
を
支
援
す
る
事
務
職
員
を

併
せ
る
と
二
十
五
名
に
な
り
、
本
学
の
教

育
を
支
え
る
一
大
勢
力
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。私

立
大
学
の
経
営
に
と
っ
て
入
学
定
員

の
確
保
は
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
か

ら
十
八
歳
人
口
の
減
少
期
に
入
り
、
こ
の

影
響
は
地
方
の
大
学
や
小
規
模
大
学
に

と
っ
て
深
刻
で
あ
り
、
す
で
に
「
定
員
割

れ
が
」
起
き
て
い
る
大
学
が
あ
り
ま
す
。

本
学
の
場
合
は
ま
だ
定
員
割
れ
は
起
き
て

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
学
生
募
集
に

も
同
窓
会
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。
例
え
ば
、
他
大
学
で
は
学

生
募
集
に
同
窓
会
推
薦
枠
を
設
け
て
会
員

の
子
女
を
推
薦
入
学
さ
せ
る
制
度
を
利
用

し
て
学
生
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本

学
に
も
卒
業
生
子
弟
の
推
薦
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

か
ら
、会
員
の
皆
様
に
周
知
を
図
る
よ
う
、

聖
栄
会
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
聖
栄
会
が
活
発

に
活
動
す
る
た
め
に
は
、
会
員
の
皆
様
が

聖
栄
会
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
大
学
を
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
を
聖
栄
会
主
催
で
行
っ
た
ら

如
何
で
し
ょ
う
か
。
本
学
の
教
職
員
会
員

が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
可
能
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
聖
栄
会
と
し
て
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　平成30年３月15日（木）に東京聖栄大学第
10期生学位記授与式がわたなべ記念館にお
いて挙行されました。新しい門出を迎えたの
は、管理栄養学科85名、食品学科77名の162
名が新たに聖栄会に入会されました。式は学
位記授与に始まり、学長賞（最優秀賞）１名、
優秀賞９名が表彰されました。他に全国栄養
士養成施設協会会長賞、日本フードスペシャ
リスト協会会長賞、食品化学教育協議会会長
賞の表彰も行われました。

 第10期生学位記授与式

名誉会長

田所 忠弘

名誉顧問

福澤 美喜男

聖栄会会長

髙橋 興亜

聖 栄 会 だ よ り平成30年４月1



　
高
橋
会
長
（
専
門
七
期
）
よ
り
次
の
よ
う

な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。「
近
年
、
東
京
聖

栄
大
学
で
は
喜
ば
し
い
出
来
事
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
大
学
の
開
学
十
周
年
、
福
澤
理
事

長
の
叙
勲
受
賞
、
法
人
創
立
七
十
周
年
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
祝
賀
会
に
は
た
く
さ
ん
の

方
々
が
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
私
も
卒

業
生
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
聖
栄
大
学
に
は
、
教
職
員

お
よ
び
学
生
が
絆
を
よ
り
深
め
、
そ
し
て
社

会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
卒
業
生
を
た
く
さ
ん

育
て
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
大

学
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
聖
栄
会
も
精

一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」

　
引
き
続
き
報
告
、
議
事
と
進
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
飯
田
氏
（
短

大
三
十
七
期
）

か
ら
平
成
二
十

八
年
度
事
業
報

告
、
海
老
澤
氏

（
大
三
期
）
か

ら
平
成
二
十
八

年
度
会
計
報
告

が
あ
り
、
会
員

の
拍
手
を
以
て

承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
平

成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
正
に
伴
い
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

会
　
　
長
：
高
橋　
興
亜
（
専
門
七
期
）

副
会
長
：
立
川　
知
子
（
短
三
期
）

　
　
　
　
　
荒
木　
裕
子
（
短
九
期
）　

総
　
　
務
：
松
崎　
政
三
（
短
五
期
）

　
　
　
　
　
山
本　
直
子
（
短
二
十
一
期
）

　
　
　
　
　
飯
田
真
由
美
（
短
三
十
七
期
）

庶
　
　
務
：
山
本　
浩
作
（
大
一
期
）

　
　
　
　
　
中
村　
太
一
（
大
四
期
）

　
　
　
　
　
上
浦
沙
友
里
（
大
七
期
）

会
　
　
計
：
吉
田
真
知
子
（
短
三
十
八
期
）

　
　
　
　
　
海
老
澤
隆
史
（
大
三
期
）　

会
計
監
査
：
浦
野　
史
子
（
短
十
一
期
）

　
　
　
　
　
牛
澤　
良
美
（
短
二
十
七
期
）

書
　
　
記
：
矢
島　
克
彦
（
大
二
期
）

　
　
　
　
　
平
塚　
文
乃
（
大
五
期
）

　
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
（
日
）
に
東
京

聖
栄
大
学
七
号
館
の
食
品
加
工
実
習
室
に
て

荒
木
裕
子
教
授
に
よ
る
「
タ
イ
料
理
の
講
習

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
の
食
文

化
研
究
会
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
料
理
や
ア
ル
ザ

ス
地
方
料
理
な
ど
日
本
に
馴
染
み
の
薄
い
食

文
化
の
料
理
を
食
べ
に
行
く
と
い
う
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
体
験
型
で
タ

イ
の
食
文
化
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
、
本
学
で
の
講
習
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

講
習
会
は
同
級
生
で
集
ま
っ
た
班
や
年
代

の
異
な
る
人
が
集
ま
っ
た
班
に
分
か
れ
て
行

い
ま
し
た
。
荒
木
先
生
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
調
理
を

開
始
す
る
と
、
入
学
当
時
を
思
い
出
す
よ
う

な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。

講
習
会
で
作
ら
れ
た
料
理
は
、
下
に
掲
載

し
て
あ
る
写
真
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
料
理
の
品
々

で
、
特
に
ハ
ー
ブ
た
っ
ぷ
り
混
ぜ
ご
飯
サ
ラ

ダ
は
「
ア
ン
チ
ャ
ン
」
と
い
う
花
の
青
い
色

素
を
利
用
し
て
炊
い
た
ご
飯
が
中
心
に
置
か

れ
、
そ
の
周
り
に
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
桜

え
び
、ハ
ー
ブ
な
ど
を
盛
り
付
け
た
も
の
で
、

と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
の
料
理
も
、
家
庭
で
作
り
や
す
い
よ
う
に

揃
え
や
す
い
材
料
を
使
用
し
、
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
自
で
作
っ

た
料
理
と
共
に
タ
イ
の
ビ
ー
ル
や
、
モ
ヒ
ー

ト
、
タ
イ
の
「
タ
マ
リ
ン
ド
」
と
い
う
酸
味

の
あ
る
フ
ル
ー
ツ
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
み

な
が
ら
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
食
文
化
研
究
会
は
ハ
ー
ブ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
う
タ
イ
の
食
文
化
を
学
び
、
ま
た

年
代
を
超
え
た
交
流
を
行
う
こ
と
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
、
開
催
場
所
が
本
学
七
号
館
の
食
品
加
工

実
習
室
で
あ
っ
た
の
で
、
卒
業
し
て
年
数
の

経
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
卒
業
生
の
方
々
は
新

し
い
建
物
や
設
備
な
ど
、
現
在
の
大
学
の
姿

を
見
て
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　
平
成
元
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
食
文

化
研
究
会
も
本
年
で
三
十
年
を
迎
え

ま
す
。
第
一
回
の
開
催
か
ら
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
・
ご
協
力
頂

き
、
様
々
な
分
野
の
食
文
化
に
つ
い

て
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
第
三
十
回
の
記
念
開

催
と
な
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
致
し
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
再
注
目
さ
れ
て
い
る「
和
食・

日
本
の
食
文
化
」
を
改
め
て
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま

す
。
埼
玉
、
茨
城

方
面
を
中
心
に
、

工
場
見
学
や
体
験

を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

記

◎
日
　
　
時　
　
平
成
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
十
日（
日
）

◎
時
　
　
間　
　
八
時
三
十
分
集
合

◎
場
　
所　
　
東
京
聖
栄
大
学

　
　
　
　
　
　
　
一
号
館　
中
庭

◎
参
加
費　
　
一
万
円

◎
募
集
定
員　
　
四
十
名

※�

参
加
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学　

総
務
課　
飯
田
真
由
美
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号  

〇
三

－

三
六
九
二

－

〇
二
一
一

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

後
日
詳
細
を
ご
案
内
を
差
し
上

げ
ま
す

※�

詳
細
に
関
し
ま
し
て
、
内
容
を
変

更
す
る
場
合
は
、
ご
容
赦
願
い
ま

す
。

　
平
成
三
十
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左

記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

◎
日
　
　
時　
六
月
三
日
（
日
）

　
定
期
総
会　
十
一
時
か
ら

　
懇
親
会　
十
二
時
三
十
分
か
ら

◎
会
　
　
場

　
総
　
　
会　
東
京
聖
栄
大
学
一
号
館
四
階
講
堂

　
懇
親
会　

�

二
号
館
（
附
属
調
理
師
専
門
学
校
）

　
　
　
　
　
　
地
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
懇
親
会
費　
一
〇
〇
〇
円

　

懇
親
会
は
附
属
調
理
師
専
門
学
校
地
階 

多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

同
封
の
ハ
ガ
キ
で
五
月
二
十
一
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
欠
席
さ
れ
る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
を
ご
投

函
願
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
聖
栄
会
総
会
が
六
月
四
日
（
日
）、
東
京
聖
栄
大
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
会
長
（
専
門
七
期
）
が
議
長
に
、
松
崎
氏
（
短
五
期
）
が
副
議
長
に

選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度 

聖
栄
会
総
会

東
京
聖
栄
大
学
同
窓
会

平
成
30
年
度 
定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

ホームページで卒業生用国試対策を開始しました。
管理栄養士国家試験に合格するために模擬試験を実施したい方はどうぞ！！

TEL：03-3692-0211
http://www.tsc-05.ac.jp/
大学ホームページのこのバナーより入れます→

管理栄養士国家試験にチャレンジしている皆様へ
卒業生の国家試験対策を実施しています。

荒木先生に
よるデモンス
トレーション
の様子

第29回食文化研究会参加者集合写真　

食
文
化
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

第30回

第
29
回 

食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

聖栄会懇親会集合写真

聖栄会総会

右上から
　・スペアリブと沢庵のクリアスープ
　・メンメンラックのココナツミルク
　・ニンジンのソムタム
　・牛肉とぶどうのサラダ
右下から
　・ハーブチキン
　・ハーブたっぷり混ぜご飯サラダ

出来上がった
料理
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今
、
思
う
こ
と

専
門
七
期

青
塚
　
千
恵
子
（
旧
姓
　
四
方
）

北
陸
に
も
暖
か
い
陽
ざ
し
が
さ
し
、
心
地

良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
聖
栄
会
の
皆
様

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
三
十
七
年
に

聖
徳
栄
養
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
五
十
六
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
今
年
は
喜
寿
（
七

十
七
歳
）
を
迎
え
ま
す
。
今
は
人
生
の
大
き

な
諸
行
事
を
乗
り
越
え
て
静
か
な
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
現
役
時
代
（
昭
和
五
十
五
年

頃
）
に
、
錦
糸
町
の
中
華
料
理
店
で
の
同
期

会
に
参
加
し
た
時
（
故
）
渡
辺
冨
久
子
学
長

先
生
が
皆
さ
ん
に
「
今
、
ど
ち
ら
に
お
勤
め

な
の
」
と
声
を
掛
け
て
回
っ
て
い
ら
し
た
お

姿
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
六
月
、
茨
城
県
水
戸
で
の
同

期
会
に
は
三
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
懐
か
し

い
顔
々
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
翌
日

は
（
故
）
中
間
猛
夫
さ
ん
の
案
内
で
第
九
代

水
戸
藩
主･

徳
川
斉
昭
が
造
園
し
た
日
本
三

名
園
の
一
つ
、
偕
楽
園
を
見
て
回
り
、
梅
の

品
種
の
多
さ
と
そ
こ
で
梅
が
販
売
さ
れ
て
い

た
の
が
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が｢

聖
栄
セ
ブ
ン
会｣

に
続
い
て
い
て
、

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

高
齢
者
の
低
栄
養
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
折

り
、
筋
肉
量
の
少
な
い
高
齢
者
の
死
亡
率
が

二
倍
に
な
る
こ
と
や
核
家
族
化
や
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
シ
ル
バ
ー
弁
当
、身
障
者
弁
当
、

治
療
用
弁
当
な
ど
割
安
な
宅
配
弁
当
が
普
及

す
る
な
ど
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研
究

や
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
の
方
々
も
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
聖
徳
で
の
二

年
間
は
人
間
性
を
育
て
、
専
門
職
と
し
て
社

会
に
立
ち
向
か
っ
て
行
く
力
、
生
き
て
行
く

力
を
養
っ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
橘
寮

で
の
生
活
や
友
と
の
北
海
道
の
旅
な
ど
…
若

き
日
の
数
々
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

福
澤
美
善
男
先
生
（
現
名
誉
顧
問
）、
諸
先

生
方
、
学
友
（
第
七
期
の
同
期
生
）
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
聖
栄
会
並
び
に

母
校
の
発
展
と
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出
と
今

短
大
三
十
三
期

岸
本
　
良
子
（
旧
姓  

野
口
）

私
の
短
大
時
代
の
思
い
出
は
、
何
と
い
っ

て
も
学
園
祭
で
す
。
短
大
二
年
生
の
時
、
食

品
化
学
部
の
部
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

年
は
チ
ー
ズ
の
研
究
を
し
て
お
り
、
一
年
に

一
度
の
成
果
発
表
の
場
だ
っ
た
の
で
多
少
張

り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
が
、
学
園
祭
の
前
日

の
準
備
日
に
自
転
車
で
転
ん
で
顔
に
ケ
ガ
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
部
長
と
し

て
の
責
任
感
か
ら
登
校
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

や
部
の
仲
間
に
叱
ら
れ
病
院
へ
連
れ
て
い
か

れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
二
週
間
以
上
、
お
岩

さ
ん
の
よ
う
に
顔
を
腫
ら
し
て
周
り
の
み
ん

な
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
卒
業
後
、
ほ
ぼ
毎
年

学
園
祭
に
は
研
究
室
へ
遊
び
に
行
き
ま
す

が
、
そ
の
度
に
顔
を
腫
ら
せ
て
い
た
話
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。

私
は
、
食
品
化
学
専
攻
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
せ
ず
に
卒
業
、

他
分
野（
情
報
系
）の
専
門
学
校
へ
進
学
し
、

そ
の
ま
ま
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就

職
・
結
婚
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
と
し
て
十

三
年
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
と
あ
る
き
っ
か
け
か
ら
転
職
し
、

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
製
品
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
す
る
部
署
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
今
、
現
職
に
関
係
す
る
資
格
を

取
得
す
る
べ
く
、
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
、
放
送
大
学
で
大
学
卒
業
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
が
今
更
な
が
ら
に
思
う
の
は
、

国
家
資
格
は
手
に
職
で
あ
り
、
若
い
う
ち
に

苦
労
し
て
で
も
取
得
し
て
お
く
べ
き
だ
と
い

う
事
で
す
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
チ
ャ
ン
ス

は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
し
な
が
ら
勉
強
し
た

り
、
ま
し
て
や
資
格
取
得
を
目
指
し
た
り
す

る
の
は
、
学
生
時
代
の
そ
れ
よ
り
何
倍
も
タ

イ
ヘ
ン
で
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

二
十
歳
前
後
の
大
学
生
時
代
は
四
年
と
短

い
で
す
が
、
と
て
も
濃
密
な
時
期
だ
と
思
い

ま
す
。
是
非
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

社
会
人
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と

大
学
五
期　

小
田
　
亜
紗
子

街
で
は
初
々
し
い
新
入
生
の
姿
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
自
分
に
も
こ
ん
な
時
代
が

あ
っ
た
の
だ
な
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
只
々
時

の
流
れ
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

私
は
現
在
、
病
院
で
管
理
栄
養
士
と
し
て

勤
務
し
、
栄
養
指
導
や
病
棟
栄
養
管
理
、
栄

養
事
務
作
業
等
、
日
々
経
験
を
積
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
だ
一
年
目
で
不
慣
れ
な
点
も
あ
り

ま
す
が
責
任
感
の
あ
る
業
務
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

卒
業
後
す
ぐ
給
食
委
託
会
社
へ
就
職
し
厨

房
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
後
の

あ
る
日
、
学
生
時
代
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の

お
声
掛
け
が
あ
り
、
平
成
二
十
九
年
三
月
ま
で

の
二
年
間
は
母
校
で
あ
る
東
京
聖
栄
大
学
の

助
手
を
務
め
ま
し
た
。
早
く
も
二
回
の
転
職

を
経
験
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
管
理

栄
養
士
と
い
う
仕
事
の
幅
広
さ
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

特
に
大
学
で
助
手
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
た

二
年
間
は
、
社
会
人
生
活
の
中
で
も
非
常
に

印
象
に
残
る
二
年
間
で
し
た
。ま
さ
か「
助
手
」

と
い
う
立
場
で
ま
た
大
学
に
通
う
こ
と
に
な

り
、
体
育
祭
に
出
場
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
学
生
か
ら
「
先
生
」
と
呼

ば
れ
、
恩
師
と
と
も
に
働
く
と
い
う
環
境
が

と
て
も
不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

学
生
や
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
の
学
生
時
代
の
思

い
出
や
社
会
人
と
し
て
の
経
験
が
非
常
に
役

に
立
っ
た
な
と
今
で
は
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
振
り
返
る
と
日
々
の
悩
み
や
、

就
職
の
不
安
等
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
時
に
た
く
さ
ん
の
事
で

悩
む
の
は
、
そ
の
後
の
成
長
に
繋
が
る
良
い

こ
と
だ
と
現
在
で
は
思
い
ま
す
。

世
間
話
つ
い
で
に
学
生
の
話
等
を
聞
く

と
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
安
易
に

「
大
丈
夫
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
実
際
、
き
ち
ん
と
し
た
経
験
に
基
づ

い
て
言
っ
て
い
た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
学
生
に
は
「
他
人
事
だ
な
～
」
と
思
わ

れ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私
も
学
生
時
代
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
生
と
社
会
人
の

立
場
を
理
解
し
て
業
務
に
あ
た
る
事
で
私
の

立
場
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
事
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
仕
事
の
様
子
や
国
家
試
験
対
策

等
を
通
じ
て
、
微
力
な
が
ら
在
学
生
に
少
し

で
も
伝
え
ら
れ
た
な
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
だ
け
で
は
な
く
、
あ
の
時
に
先
生
や
先

輩
の
言
っ
て
い
た
こ
と
を
社
会
人
に
な
っ
て

痛
感
し
て
い
る
卒
業
生
が
多
く
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
卒
業
生
が
在

学
生
に
対
し
て
何
か
を
伝
え
る
機
会
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
事
を

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、

在
学
生
は
そ
の
言
葉
を
胸
に
、
後
悔
し
な
い

よ
う
に
精
一
杯
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

私
も
自
分
の
立
場
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い

事
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
諸
先
生
方
に
は

様
々
な
ご
縁
を
頂
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
聖
栄
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
生
通
信
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二
月
三
日
に
第
十
回
卒
業
研
究
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
各
研
究
室
か
ら
口
頭
発
表
二
十

一
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
四
十
演
題
の
計
六

十
一
演
題
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
調
理
技
術
研
修
生
に
よ
る
成
果
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。
会
場
は
、
一
号
館
講
堂
に
て

口
頭
発
表
が
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
ポ
ス

タ
ー
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
発
表
演
題
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

▲

食
品
学
第
一
研
究
室

ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
の
研
究

▲

食
品
学
第
二
研
究
室

コ
ー
ヒ
ー
の
生
豆
の
焙
煎
条
件
に
よ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
有
量
に
つ
い
て

▲

食
品
開
発
研
究
室

米
粉
を
用
い
た
パ
ス
タ
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

お
よ
び
構
造
の
変
化

▲

食
品
衛
生
学
研
究
室

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
土
壌
及
び

粘
土
鉱
物
へ
の
吸
着
特
性

▲

微
生
物
学
研
究
室

ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
に
好
適
な
樹
木
由
来
乳

酸
菌
の
探
索

▲

食
品
加
工
学
研
究
室

品
種
別
レ
ッ
ド
ビ
ー
ト
の
抗
酸
化
活
性
に

つ
い
て

▲

調
理
学
第
二
研
究
室

福
島
県
塙
町
復
興
支
援
と
商
品
開
発

『聖栄葛飾祭』の
＊ ＊ ご 案 内 ＊ ＊
　聖栄会では、今年も『聖栄葛飾祭』
において１号館２階を会場として卒
業生の交流場所として設ける予定で
す。会員の皆様はもちろんのこと、
会員以外の方のご来場も大歓迎で
す。ぜひお越し下さい。

【日　時】
平成30年11月３日㈯・４日㈰ 

各日10時から16時まで

第
十
回 

卒
業
研
究
発
表
会
の
開
催

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信

平成29年６月２日（金）、船橋グラウンドにおいて体育祭が開催され、
聖栄会は協賛参加しました。当日は晴天に恵まれ、100ｍ走や綱引き、ク
ラス対抗リレーなどの競技が多数実施され、歓喜につつまれた体育祭と
なりました。聖栄会では総合優勝した１クラスに会長賞を授与しました。

新 入 生（ 第13
期生）は４月に新
木場「BumB東京
スポーツ文化館」
にて、一泊二日の
新入生宿泊研修を
実施致しました。

本研修は「管理栄養士の基礎演習」という授業の一環として
実施されておりますが、「仲間作り」に重点を置いた内容とし、
同級生や上級生、先生との交流を楽しみました。加えて管理栄
養士という職業について理解を深めるための講座も実施し、こ
れからスタートする大学生活を精一杯過ごすための動機付けも
行うことができました。夕食後には上級生が企画した懇親会、
また翌日にはサブアリーナを使用してのレクリエーションを行
い、４年間一緒に過ごす仲間たちとの絆を深める充実した２日
間を過ごすことができました。

１年生は、入学式後１泊２日の新入生宿泊研修を栃木県日光
市で行いました。研修では、卒業までにおける食品学科の教育
課程、食品学科の学びについて、食品学科長より講義を受けま
した。夜には、学生と教員でグループとなりオリエンテーショ
ンを行いました。翌日は、日光東照宮拝観、おかき製造工場の
見学、豆腐作り体験を行いました。また２月には、１泊２日の
市場見学を行いました。しょうゆやはっ酵乳の製造工場、なら
びにリサイクルトレー工場見学、
東京卸売市場大田市場、築地市場
を見学し、食の製造から流通だけ
でなく、容器の製造や再利用法に
ついて学びました。

２年生は、夏休みに２泊３日の
フィールド研修を長野県伊那市
で行いました。そば打ち体験や
馬肉加工工場にて、製造法と特
産品について、養命酒工場では、
歴史から生産流通まで深く学び
ました。宿泊先である高遠さく
らホテルには、大学の研修農場
があり、そこで野菜収穫体験を
行いました。夜には、各教員より
研究室紹介、卒業研究ならびに卒
業制作についての講義、また松本
前学長より特別講演をしていただ
きました。

研修では、普段の大学生活では
経験できない時間が過ごせ、有意義
な研修であったと言えるでしょう。

平成30年 2 月10日
から 2 月15日まで６日間、オーストラリアのゴール
ドコーストにて管理栄養学科の海外研修が実施され、
16名の学生が参加しました。Torrens University
では栄養学基礎講座を受講し、オーストラリアで暮
らす人々にとっての栄養の役割や重要性、食文化、
アレルギー問題などを学ぶことができました。加えて、オーストラリアはスポーツ栄養の先進
国であるため、現地のアスリートの取り組みや使用する施設を実際に見学し、管理栄養学科で
の学びをより深めました。本年度の研修も学生にとってとても有意義なものとなりました。

平成30年２月10日から食品学科の
学生13名でベトナム中部のフエ、ホ
イアン、ホーチミンを訪れました。フ
エ高等師範大学の学生や少数民族であ
るカトゥー族との交流、ハーブ園での
農業体験とオーガニック野菜の料理教
室、ベトナム料理講習会など、盛りだくさんの充実した研修となりま
した。各都市での市場見学では、日本とは異なる食材に触れ、ベトナムの食文化を学ぶことが
出来ました。また、ちょうどテト（旧正月）前で、暮れのにぎわいに触れることもできました。

平成29年11月11日（土）・12日（日）に『聖栄葛飾祭』が開催されまし
た。今回のテーマは「食のない人生なんて～ No Food No Life ～」と題して、
学生と来場者が共に楽しむ事ができる企画として、テーマに合わせて出展や
装飾が行われました。聖栄会では、卒業生同士が交流できるブースを設け、
多くの卒業生が交流を深めておりました。また、学友会主催のチャリティー
企画「もちつき」に協賛参加しました。

体育祭 宿泊研修

海外研修

聖栄
葛飾祭

管理栄養学科
BumB東京スポーツ文化館

管理栄養学科 

食品学科 

食品学科
（１年生：新入生宿泊研修、市場見学）（２年生：フィールド研修）

新入生宿泊研修

市場見学

フィールド研修
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